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池
川
自
然
学

「総合的な学習の時間」発表会

和
太
鼓
の
発
表

本校では総合的な学習の時間に、地域や学校
の実態などに応じて生徒の興味・関心などに基
づく創意工夫を生かした教育活動を行っていま
す。
学習の趣旨は、自ら課題を見つけ、自ら学び、
自ら考え、主体的に判断する資質や主体的・創
造的に取り組む態度を育てることにあり『地域
理解』を目標として、主体的・体験的なグルー
プ学習による調査、研究に取り組んできました。
本年度はテーマを「地域を知り、自分を知る」
～仁淀川町にふれる～とし、サブテーマを次の
９つに設定して、各地域に出向き、地元の皆様
方のご協力をいただき、聞き取り取材や調査研
究を行うとともに、保育所訪問もさせていただ
きました。
ア. 郷土料理研究
イ．仁淀川町史跡文化財調査
ウ．仁淀スポーツ体験
エ．仁淀川水質調査
オ．仁淀川流域の方言調査
カ．子どもの遊び文化探求
キ．校史研究
ク．仁淀高便利屋さん
ケ．郷土芸能に触れる
発表会には仁淀川町教育研究所、町内３中学

校の校長先生、高知県教育委員会、保護者の皆
様方の参加のもと、１年間の成果をご覧いただ
きました。
これらの学習の成果は貴重なデータ収集、研

究資料の作成に表れており「素晴らしいもので
あり、今後教育に生かしてほしい」とお褒めの
講評をいただきました。
地域と密着したこの総合的な学習の時間の取

り組みが、社会へ出たときにも役立つと確信し
ています。

園

19
年
度
生
徒
会
新
役
員
任
命

本
校
生
徒
会
で
は
、
生
徒
会
長

一
名
、
副
会
長
二
名
（
男
女
各
一

名
）、
書
記
一
名
、
会
計
一
名
を

役
員
と
し
て
、
一
年
間
の
任
期

（
一
月
〜
十
二
月
）
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

毎
年
十
二
月
に
規
定
に
の
っ
と

り
新
役
員
を
選
出
す
る
選
挙
が
行

わ
れ
ま
す
。
立
候
補
の
資
格
は
、

①
本
校
の
生
徒
②
信
頼
が
厚
く
、

積
極
的
に
活
動
す
る
生
徒
で
あ
る

こ
と
③
推
薦
者
が
一
人
い
る
こ
と

「
二
学
期
の
思
い
出
」

中
学
２
年
　
男
子

僕
に
と
っ
て
こ
の
二
学
期
は
と
て
も
疲

れ
た
け
ど
、そ
の
分
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で

す
。
も
と
も
と
ぼ
く
は
、一
学
期
に
一
度

や
め
て
い
る
の
で
、自
然
学
園
に
も
ど
る
こ

と
は
も
の
す
ご
く
悩
み
ま
し
た
。

あ
る
日
、自
然
学
園
で
仲
良
く
な
っ
た

友
だ
ち
に
電
話
を
し
ま
し
た
。
そ
の
時
、

友
だ
ち
は
、「
学
園
に
帰
っ
て
こ
な
い
か
」
と

言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。そ
の
人
自
身
は
本

気
で
言
っ
た
わ
け
で
は
な
い
か
も
し
れ
な

い
け
ど
、ぼ
く
は
そ
の
言
葉
を
聞
い
て
、す

ご
く
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

そ
し
て
、親
と
校
長
先
生
に
学
園
に
も

ど
る
こ
と
を
相
談
し
て
み
ま
し
た
。
す
る

と
、み
ん
な
賛
成
し
て
く
れ
ま
し
た
。じ
っ

さ
い
に
自
然
学
園
に
も
ど
ろ
う
と
決
め
た

の
は
、そ
の
少
し
あ
と
で
す
が
、や
っ
ぱ
り
、

一
番
に
記
憶
に
残
っ
て
い
る
の
は
、そ
の
こ

と
で
す
。

自
然
学
園
に
も
ど
っ
て
き
て
か
ら
は
、い

ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
人
と

出
会
っ
て
、友
だ
ち
と
は
口
げ
ん
か
を
し

ま
し
た
。で
も
、自
然
学
園
の
生
活
は「
楽

し
い
」
と
、い
ろ
ん
な
こ
と
で
わ
か
り
ま
し

た
。み

ん
な
と
い
っ
し
ょ
に
遊
ん
だ
り
、買
い

物
に
行
っ
た
り
、前
よ
り
仲
良
く
な
り
ま

し
た
。
本
当
に
ま
た
自
然
学
園
に
も
ど
っ

て
き
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。本
当
に
今

ま
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。そ
し

て
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま

す
。

2学期の懇談会の様子

吾
川
中
学
校
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仁 淀 中 学 校

交
流
授
業
・
鈴
ひ
め
作
り

２月６日の午後、長者・別府両小学校の６年生
21人が体験入学を行いました。
開会行事では品原校長、生徒会長の歓迎のあい
さつの後、６年生一人一人が緊張しながらも立派
に自己紹介をしてくれました。
続いて、生徒会より中学校の学校生活について
説明がありました。自分たちがモデルになって制
服や体操服の正しい着方を見せるなど工夫を凝ら
した説明をした後、各部のキャプテンがそれぞれ
の部活動について紹介を行いました。
その後、授業の様子や施設の見学を行いました。
６時限目に行われた１年生との交流授業では、男
子はたこ作り、女子は鈴ひめ作りを行いました。
当日は大変暖かく風もあって、男子は元気よく
運動場を走り回って完成したたこを揚げていまし
た。女子は細かい作業でしたが、鈴のついた可愛
らしい鈴ひめが出来上がりました。
最後にソフト部、バレー部、卓球部に分かれて
体験入部をして汗を流し、日程を終えました。

小学６年生、中学校生活を体験

池
川
中
学
校

も
ち
つ
き

一
月
二
十
六
日
、
生
徒
会
主
催

の
「
も
ち
つ
き
」
を
行
い
ま
し
た
。

「
も
ち
つ
き
を
通
し
て
、
も
っ
と

池
川
中
を
盛
り
上
げ
、
三
年
生
の

合
格
を
祈
る
。
さ
ら
に
地
域
の
方

と
交
流
を
深
め
、
伝
統
文
化
を
学

ぶ
」
こ
と
を
目
的
と
し
ま
し
た
。

執
行
部
は
二
日
前
か
ら
も
ち
米

を
洗
っ
て
吸
水
さ
せ
、
道
具
を
準

備
し
、
前
日
に
は
あ
ん
こ
を
丸
め

ま
し
た
。

当
日
は
全
校
生
徒
が
六
つ
の
縦

割
り
班
に
な
り
活
動
し
ま
し
た
。

蒸
し
あ
が
っ
た
も
ち
米
の
香
り
が

辺
り
に
立
ち
込
め
、
生
徒
た
ち
も

準
備
万
端
。
地
域
や
保
護
者
の

方
々
に
教
え
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
リ
ズ
ム
よ
く
き
ね
を
振
り
下

ろ
す
音
が
響
き
始
め
、
あ
っ
と
い

う
間
に
程
よ
く
粘
っ
た
真
っ
白
い

も
ち
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

地
域
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
熱
々

の
も
ち
を
手
際
よ
く
同
じ
大
き
さ

に
ち
ぎ
っ
て
い
く
様
子
に
「
す
ご

い
」
と
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。

三
年
生
も
一
人
一
人
合
格
を
祈

り
な
が
ら
一
生
懸
命
き
ね
を
振
り

下
ろ
し
、
全
員
で
鏡
も
ち
に
し
ま

し
た
。

で
き
た
て
の
も
ち
を
ほ
お
ば
り

な
が
ら
、「
お
い
し
い
」
を
連
呼

す
る
生
徒
た
ち
。
そ
こ
に
は
輝
く

笑
顔
が
満
ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

生
徒
も
先
生
も
顔
中
白
い
粉
だ
ら

け
に
な
っ
て
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

出
来
上
が
っ
た
も
ち
を
日
ご
ろ

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
地
域
の
方

に
届
け
、
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。

リ
ズ
ム
よ
く
き
ね
を
振
り

下
ろ
す
生
徒

④
選
挙
管
理
委
員
で
な
い
こ
と
で

す
。こ

れ
ら
の
条
件
を
満
た
す
生
徒

で
、
選
挙
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
や
放

送
・
立
会
演
説
会
に
よ
る
運
動
を

し
、
生
徒
会
役
員
選
挙
を
執
り
行

い
ま
す
。

十
九
年
度
の
新
役
員
を
紹
介
し

ま
す
。（
全
員
二
年
生
）

会
　
長
　
隅
田
　
剛
士

副
会
長
　
結
城
　
真
・
北
原
　
萌

書
　
記
　
末
永
　
直
人

会
　
計
　
大
原
　
拓
馬

【
今
年
の
執
行
部
の
目
標
】

○
さ
ら
に
あ
い
さ
つ
運
動
に
磨
き

を
か
け
、
気
持
ち
の
良
い
あ
い

さ
つ
の
飛
び
交
う
学
校
に
す

る
。

○
年
間
行
事
を
充
実
さ
せ
、
喜

び
・
感
動
を
感
じ
る
と
同
時
に

仲
間
を
大
切
に
し
合
え
る
生
徒

集
団
に
し
て
い
く
。

○
各
委
員
会
と
密
に
連
絡
を
取
り

合
い
、
学
校
生
活
が
よ
り
充
実

す
る
よ
う
に
、
校
内
美
化
や
校

内
で
の
取
り
組
み
等
を
考
案

し
、
実
施
し
て
い
く
。

前
生
徒
会
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
に

負
け
な
い
よ
う
に
、
精
い
っ
ぱ
い

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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総
合
健
診
は
、
自
分
の
健
康
を

確
認
し
た
り
、
病
気
を
早
期
に
発

見
す
る
良
い
機
会
で
す
。
年
に
一

回
は
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
な

お
、
町
の
実
施
す
る
健
診
は
年
に

一
度
だ
け
し
か
受
診
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

実
施
場
所
・
日
程

希
望
す
る
日
と
地
区
を
選
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
他
地
区

で
の
受
診
の
た
め
の
送
迎
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

健
診
内
容
と
対
象
者

☆
基
本
健
診
、肺
が
ん
・
胃
が
ん
・

大
腸
が
ん
検
診

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
現

在
で
四
十
歳
以
上
の
方

☆
子
宮
が
ん
検
診

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
現

在
、
二
十
歳
以
上
で
昨
年
未
受

診
の
方

☆
前
立
腺
が
ん
検
診

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
現

在
で
五
十
歳
以
上
の
男
性
の
方

☆
歯
科
健
診
（
歯
科
指
導
）

希
望
す
る
方

☆
介
護
予
防
健
診

六
十
五
歳
以
上
で
、
問
診
に
よ

り
運
動
機
能
測
定
等
が
必
要
と

判
断
さ
れ
た
方

☆
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

四
十
歳
の
方
、
お
よ
び
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
検
診
対
象
者
で
あ
っ
て

過
去
五
年
間
検
査
を
受
け
た
こ

と
の
な
い
方

申
し
込
み
方
法

お
住
ま
い
の
地
区
で
受
診
さ
れ

る
場
合
は
、
各
世
帯
に
配
布
さ
れ

ま
す
「
受
診
希
望
調
査
票
」
に
ご

記
入
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。他

地
区
で
の
受
診
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
お
住
ま
い
の
地
区
の

担
当
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

※
乳
ガ
ン
検
診
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ

ィ
ー
）
に
つ
い
て

検
診
委
託
機
関
の
事
情
に
よ

り
、
今
年
度
、
総
合
健
診
で
の
乳

が
ん
検
診
の
実
施
が
で
き
な
い
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
再
開
の
め

ど
が
つ
き
し
だ
い
、
検
診
対
象
者

の
方
に
ご
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

本
庁
保
健
福
祉
課

@
３
５
・
０
８
８
８

池
川
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

@
３
４
・
２
１
１
２

仁
淀
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

@
３
２
・
１
１
３
２

平
成
19
年
度
総
合
健
診
の
お
知
ら
せ

広 告

仁淀地区
（仁淀中学校）

吾川地区
（吾川中学校）

池川地区
（池川スポーツセンター）

４月12日（木）
４月13日（金）

５月24日（木）
５月25日（金）
10月19日（金）
６月７日（木）
６月８日（金）
８月21日（火）



保　　　険　　　金　　　額

突然死
（急性心不全・脳
内出血など）

160万円

対象となりません

突然死
（急性心不全・脳

内出血など）

160万円

共済見舞金賠償責任保険

（支払限度額）

身体賠償1人1億円1事故5億円財物
賠償1事故500万円
（各免責金額1,000円）

上記補償に身体・財物賠償合算

1事故500万円を加算
身体賠償、財物賠償合算1事故500
万円（免責金額1,000円）

身体賠償1人1億円1事故5億円
財物賠償1事故500万円 （各

免責金額1,000円）

入　院

（日額）

4,000円

5,000円

1,000円

2,500円

4,000円

4,000円

1,800円

4,000円

1,800円

通　院

（日額）

1,500円

2,000円

500円

1,000円

1,500円

1,500円

1,000円

1,500円

1,000円
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スポーツ安全保険

※「子ども」とは中学生以下および特別支援学校の児童、生徒および幼児を、「大人」とは、高校生以上の生徒、学生、社会人などをいいます。
※同一団体で１口しか加入できません。中途加入する場合、中途脱退する場合も年間掛金を適用します。加入後の加入者の入れ換え、加入区分の変更はで
きません。

※掛金には（財）スポーツ安全協会で運営する「共済見舞金制度」の掛金、１人２０円が含まれています。

５名以上の団体で
ご加入ください加入区分・掛金・補償金額

対象となる
事故

グループ活動中の事故・
往復中の事故 保険期間

平成19年４月１日午前０時より
翌年３月31日午後12時まで
（申込受付は平成19年３月から）

5

団体

子
ど
も
の
団
体

Ａ
中学生以下の子ども

スポーツ活動を行わない大人

（高校生以上）

中学生以下の子ども

Ａ、ＡＷ の子ども（中学生

以下）の指導・支援として一緒

にスポーツ活動を行う大人

（高校生以上）

高校生以上の文化活動団体

老人クラブなどの団体

高校生以上のスポーツ活動団体

危険度の高いスポーツ活動団体

掛　金

（※）

500円

1,050円

1,000円

1,500円

500円

800円

1,500円

9,000円

対　象　範　囲

団体活動中とその往復中

（学校管理下を除く）

上記以外の個人練習、個人活

動など（学校管理下を除く）

団体活動中とその往復

中（学校管理下を除く）

死　亡

2,000万円

2,100万円

100万円

1,000万円

2,000万円

2,000万円

600万円

2,000万円

500万円

後遺障害

（最高）

3,000万円

3,150万円

150万円

1,500万円

3,000万円

3,000万円

900万円

3,000万円

750万円

ＡＷ
（中学生以下
の方がご加入
できます）

ＡＣ

Ｃ

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

大
人
の
団
体

子ども
ワイド

実治療日数4日以上

加　入　区　分

傷　　害　　保　　険

子ども
ワイド

高知県市町村対抗駅伝競走が１月28日、
25市町村42チームが出場して、室戸市から
国道55号を通って安芸市までの８区間45.5㌔
のコースで開催されました。
全国都道府県対抗駅伝や箱根駅伝に出場

した選手も参加する同大会で、本町の選手
も健闘し、前半39位、後半33位、総合36位
の成績を収めました。
出場選手
１区　中川　由麻（川口）
２区　中石　隆夫（川口）
３区　菊池　徳彦（岩丸）
４区　本澤　伸也（森山）
５区　鎌倉　昌大（名野川）
６区　鎌倉　正和（北川）
７区　中西　　基（下名野川）
８区　堀田　和寛（竹屋敷）

11月26日、高知
県立武道館を会場
に開催され、仁淀
柔道スポーツ少年
団が出場し、6年生
女子45㌔超級の部
で大窪彩加さんが
優勝しました。

高知りょうまライオンズクラブ杯
第２回高知県少年柔道大会

２月２日、仁淀中学校を
会場に行われ、７チーム、
14人が参加しました。
結果は、次の通りです。
優　勝　西森弘和

西森弘毅
準優勝　掛水政明

坪内勇人
第３位　掛水大地

大野慎悟

第２回新春交流ラージボール卓球大会

第55回高知県市町村対抗駅伝競走大
窪
彩
加
さ
ん

参加者の皆さん
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仁
淀
川
町
人
事
行
政
の

運
営
等
の
状
況
を
公
表
し
ま
す

　　１　職員数の状況 （毎年４月１日現在）

区　分
職員数

Ａ
給　　　　　与　　　　　費 一人当たり給与費

Ｂ／Ａ給　料 職員手当 期末･勤勉手当 計　Ｂ

18年度 １６６人 631,261 57,355 244,987 933,603 5,624

町村名 部　　門
職員数 対前年

増減数平成18年 平成17年

仁淀川町

一般行政部門 １４０ １５１ ▲１１
特別行政部門 １９ ２２ ▲　３
公営企業等会計部門 ２３ ２５ ▲　２
合　　　　　計 １８２ １９８ ▲１６

池　川

一般行政部門 － ４５ －
特別行政部門 － １１ －
公営企業等会計部門 － ３ －
合　　　　　計 － ６０ －

吾　川

一般行政部門 － ５４ －
特別行政部門 － ５ －
公営企業等会計部門 － １９ －
合　　　　　計 － ７８ －

仁　淀

一般行政部門 － ５２ －
特別行政部門 － ６ －
公営企業等会計部門 － ２ －
合　　　　　計 － ６０ －

区　分 住民基本台帳人口
(17年度末)

歳出額
Ａ

実質収支 人件費
Ｂ

人件費率
Ｂ／Ａ

（参考）
16年度の人件費率

17年度 人
7,694

千円
8,423,464

千円
144,301

千円
1,449,281

％
17.2

％
19.1

人事行政の運営等の状況とは、

・職員の任免・職員数に関する状況

・職員の給与の状況

・職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

などのことをいいます。

毎
年
、
前
年
度
に
お
け
る
人
事
行
政
の
運
営
の
状
況
を
公
表
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
公
表
は
平
成
17
年
度
の
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（注）１職員数は、一般職に属する職員で、教育長を含んでいます。
２「特別行政部門」とは、教育関係、「公営企業等会計部門」とは、診療所、水道、介護等の関係のこ
とです。
３仁淀川町の平成17年の職員数は、旧３町村の職員数の合計を記載しています。

（注）１　歳出額、実質収支、人件費の額には、旧３町村の４～７月分を含んでいます。
２　16年度の人件費率は、旧３町村の16年度決算を合算した額で算出しています。

２給与の状況

（1）人件費の状況（普通会計決算）

（2）職員給与費の状況（普通会計予算） （単位：千円）
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区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
仁淀川町 ４０．７歳 ３１９，１２１円 ３４８，６１１円
国 ４０．４ ３２８，４７７ ３８１，２１２

手当名 内　　容
国の制度
との異同

国の制度と
異なる内容

支給実績（17年度決算）

扶養手当 扶養親族のある職員に支給 同 － １４，９４４千円

住居手当 住宅を借り受け、家賃を支払っている職員等に支給 同 － ４，５４７千円

通勤手当 片道２㎞以上で、車等により通勤している職員等に支給 同 － ５，４２７千円

１週間の正規の勤務時間 ４０時間
開　始　時　刻 午前８時３０分
終　了　時　刻 午後５時１５分
週　　休　　日 土曜日、日曜日

（3）職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（18年４月１日現在）

一般行政職

（4）主な手当の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（18年４月１日現在）

（注）支給実績（17年度決算）には、旧３町村の４～７月分を含んでいます。

３勤務時間その他勤務条件

（1）勤務時間

一般的な職員の勤務時間は、次のとおりです。

（2）休暇の種類

休暇には、年次有給休暇、病気休暇、特別休暇、介護休暇等があります。

詳細は、仁淀川町のホームページに掲載していますので、ご覧ください。
仁淀川町ホームページ　　http://www.town.niyodogawa.kochi.jp/

休暇の種類 事　　　　　　　由 期　　間 備　　考
年次有給休暇 １年ごとに付与する休暇 年２０日

病気休暇 負傷又は疾病のため療養する必要がある場合 私傷病の場合　
引き続き９０日以内

特別休暇
（主なもの）

選挙権その他公民としての権利を行使する場合 必要と認める期間

証人、鑑定人、参考人として国会、裁判所、議
会その他官公署へ出頭する場合 必要と認める期間

結婚する場合で、結婚式、旅行等の行事参加 連続する５日の範囲
６週間以内に出産する予定である女子職員 申し出た期間

女子職員が出産した場合 出産の日の翌日から８週
間を経過するまでの期間

親族が死亡した場合で、葬儀、服喪その他の行
事等

親族に応じて別に定める
日数の範囲内

配偶者、父母７日、
子５日　等

夏季における盆等の諸行事など 連続する３日の範囲内 ７～９月の期間
災害により出勤することが困難な場合 必要と認める期間

介護休暇
配偶者、父母、子、配偶者の父母などで、負傷、
疾病又は老齢により日常生活を営むのに支障が
あるものを介護する場合

連続する６月の期間内


